
多機能射出成形機 J220ADS-2M 機の紹介

　2.　J220ADS-2M の特長

図 3　M-DSI 成形事例／電動ドリル写真１　J220ADS-2M 全体外観

表 1　J220ADS-2M-460H/300U 主仕様

図 1　DSI 成形事例／
インテーク・マニホールド

図 2　DSI 成形事例／
サイドターン・シグナルランプ
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近年、射出成形機をお使いのお客様から成形品の付加価
値を高めたい、他社との差別化を図りたいというリクエス
トをお受けすることが多くなってきている。射出成形機に
求められる性能も、汎用・シンプルな標準機から、専用・
多機能な特殊機へと変わりつつあると感じるが、当社で
はこれらお客様のニーズにお応えするため、1 組の型締
ユニットに 2 組の射出ユニットを V 型に配置した多機能
射出成形機 J220ADS-2M 機を開発・上市したので紹介する。

多機能射出成形機である 2M（2 Materials）機はオプ
ションの装着により、サンドイッチ成形や当社固有技術
の 1 つである DSI 成形（DSI、M-DSI、HP-DSI、他）など
のアプリケーションに対応可能な成形機となっている。
表 1 に J220ADS-2M-460H/300U の主仕様を、写真 1 に
全体外観を示す。

（1）　標準 / 多機能成形の選択可能
J220ＡＤS-2M 機は標準機と複合機の両方の機能を併

せ持つ多機能射出成形機である。そのため、多機能成形
機としてはもちろんのこと、メインシリンダ用の射出ユ
ニットを機械センターに配置しているため、標準成形機
としても使用可能である。また、型締装置は大型金型に
対応するため、ワイド型盤を標準装備している。

（2）　中空成形が可能 ※オプション仕様
当社独自の DSI（Die Slide Injection ）技術、HP-DSI

（Hot Plate-DSI）技術を利用することにより、分割して
成形された成形品の接合面を金型内で融着一体化する中
空成形が可能である。

DSI 成形事例としては、複雑に屈曲した三次元形状を
持つインテーク・マニホールド（図 1）やサイドターン・
シグナルランプ（図 2）などが挙げられる。インサート～
成形～取り出し～検査などの各工程を自動化・システム
化することにより、トータルで 30％以上のコスト削減
を達成した事例もある。

（3）　積層成形が可能 ※オプション仕様
当社独自の M-DSI（Multi Layer-DSI）技術を利用する

ことにより、2 材質の樹脂を金型内で積層一体化する積
層成形が可能である。

M-DSI 成形事例としては、2 種類のプラスチックの特
性を活かした電動ドリル（図 3）等が上げられる。



　3.　おわりに

図 5　SYSCOM5000i 画面

図 4　サンドイッチ成形事例／カバン取手

図６　点検・予知保全画面
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（4）　サンドイッチ成形が可能 ※オプション仕様
メインシリンダの先端にサンドイッチノズルを取り付

けることにより、スキン層とコア層からなるサンドイッ
チ成形が可能である。

サンドイッチ成形事例としては、コア層に粉砕材（リ
サイクル材）を使用して、材料費の削減を図ったカバン
取手（図 4）等が上げられる。

（5）　2 条件コントローラ
コントローラは標準機と同じ SYSCOM5000i（2 条

件コントローラ対応）とし、DSI、M-DSI、サンドイ
ッチ成形なども同一ソフトで対応可能としている。
SYSCOM5000i の画面スクロール機能を有効活用し、同
一画面内に設定項目を集約することで、使いやすさを追
求した（図 5）。

また、標準機にも備わっている逆流防止リングの摩耗
点検機能や射出ボールネジの予知保全（寿命予測）機能に
も対応している（図 6）。

今回、開発・上市した多機能射出成形機 J220ADS-2M
機は、当社のマス・カスタム戦略の一翼を担う機種であ
り、工程・コストの削減による高付加価値化など、差別
化を具現化できる成形機として、必ずやお客様に満足い
ただける製品であると確信している。

市場の動きやお客様ニーズの変化に適応し、今後もタ
イムリーに製品を提供できるようさらなる研究開発に努
める所存である。




